
平成 22 年度 山口県立大学 キャリアアップ研修 

 

発達障害の理解とその対応 
―ライフステージをふまえた包括的支援― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程〆平成 22 年 8 月 17 日（火）～ 8 月 18 日（水） 

会 場〆山口県立大学 ６ 号館 F204 教室 

 

受講者 

募 集 



 

 

 
  

１ 〄ねらい  本学のこの分野を専門とする講師陣が総力を結集して企画し指導に当たる研修で、受講

者は講座の受講により情報収集々知識の整理をするとともに〃演習やＱ＆Ａ をとおして実

践的な理解を深め、小々中々高等学校教諭、養護教諭、幼稚園教諭、保育士としての

スキルアップを図ることを目的としています。 

２ 〄対 象  小々中々高等学校教諭、養護教諭、幼稚園教諭、保育士 （定員〆100 名） 

３ 〄会 場  山口県立大学 6 号館 F204 教室 

４ 〄日 程  平成 22 年 8 月 17 日（火）～ 8 月 18 日（水）  

５ 〄受講料  5,000 円 

６ 〄プログラム  

 

【1日目〆8月 17 日（火）9〆00～16〆40】 

 

時 間 内     容 講  師 

8〆30 受  付    

9〆00 

～ 

9〆10 

＜開会式＞ 開会のあいさつ 

地域に貢献する山口県立大学 

山口県立大学 学 長 

江里 健輔 

9〆10 

～ 

10〆00 

＜講座 1＞ 発達障害の考え方 

増え続ける発達障害とは何か、またどう捉えたら良いかについて私

見をのべます。 

山口県立大学 

看護栄養学部 教 授 

林   隆 

10〆10 

～ 

11〆00 

＜講座 2＞ 就学々就園前の親々保護者の支援 

就学々就園前の保護者の不安に関する聞き取り調査をもとに保護

者が何を求めているのかを考えます。 

山口県立大学 

看護栄養学部 准教授 

木戸 久美子 

11〆10 

～ 

12〆00 

＜講座 3＞ 5 歳児健診 

就学支援として有効性が示される 5 歳児健診の意義と展望につい

て概説します。 

山口県立大学 

看護栄養学部 教 授 

林   隆 

休   憩（12〆00～12〆50） 

12〆50 

～ 

13〆40 

＜講座 4＞ 発達障害と作業記憶 
発達障害の行動の背景にある仕組みについて作業記憶によって解

説します。 

山口県立大学 

看護栄養学部 教 授 

林   隆 

13〆50 

～ 

14〆20 

＜講座 5-1＞ 発達障害の社会心理的支援 

ペアレントトレーニングを中心に、生活場面での発達障害の子ども

への接し方を考えます。 

山口県立大学  

看護栄養学部 教 授 

中村 仁志 

14〆20 

～ 

14〆50 

＜講座 5-2＞ 発達障害の薬物療法 

ADHD を中心にした発達障害の薬物療法の具体例と薬物療法の

ポイントを解説します。 

山口県立大学 

看護栄養学部 教 授 

林   隆 

15〆00 

～ 

16〆00 

＜演 習＞ 知識の活かし方 

様々な架空の事例をもとに受講者と一緒に考え方、対処の仕方を

考えてみます。 

林  隆々講師全員 

16〆10 

～ 

16〆40 

＜Ｑ ＆Ａ ＞ 本日の質問コーナー 

講座 1～講座 5 までの内容について、講師と受講者が意見交換を

行います。 

講師全員 

発達障害の理解とその対応 
―ライフステージをふまえた包括的支援― 



【2日目〆8月 18 日（水）9〆00～16〆20】 

 

時 間 内     容 講  師 

8〆30 受  付    

9〆00 

～ 

9〆50 

＜講座 6＞ 学齢期の親々保護者支援 

学齢期の発達障害児を育てる親々保護者が抱える課題を整理し保

護者支援のあり方について概説します。 

山口県立大学 

社会福祉学部 准教授 

藤田 久美 

10〆00 

～ 

10〆50 

＜講座 7＞ 発達障害と虐待臨床 

子ども虐待のリスク要因としての発達障害、虐待が発達障害に与

える影響などについて概説します。 

山口県立大学 

看護栄養学部 教 授 

林   隆 

11〆00 

～ 

11〆50 

＜講座 8＞ 思春期のこころのケア 

思春期にある子どもの心のあり方を理解すると共に、こころの問題

との向き合い方を考えます。 

山口県立大学 

看護栄養学部 教 授 

中村 仁志 

休   憩（11〆50～12〆50） 

12〆50 

～ 

13〆40 

＜講座 9＞ 保護者支援の実際 
親々保護者の発達特性と育てられ体験の視点から保護者支援を考

えます。 

山口県立大学 

看護栄養学部 教 授 

林   隆 

13〆40 

～ 

14〆10 

＜Ｑ ＆Ａ ＞ 質問票の記入 

「何でも質問コーナー」に出す質問を考えて質問票を作成します。 

 

休   憩（質問票の回収整理々受講者間の交流）（14〆10～14〆40） 

14〆40 

～ 

15〆40 

＜Ｑ ＆Ａ ＞ 何でも質問コーナー 

受講者の質問票を元にQ&A を行います。 
講師全員 

15〆40 

～ 

16〆00 

＜アンケート記入＞ 

キャリアアップ研修についてのアンケート記入に協力をお願いしま

す。 

 

16〆00 

～ 

16〆10 

＜講 評＞  

  2 日間の感想と気づき 
講師全員 

16〆10 

～ 

16〆20 

＜閉会式＞ 閉会のあいさつ 

  修了証書の授与 

地域共生センター  

所 長  赤羽 潔 

 

７ 〄講師紹介 

山口県立大学看護栄養学部 教 授 林   隆  （小児科医〆医学博士） 

山口県立大学看護栄養学部 教 授 中村 仁志  （臨床心理士〆教育学修士） 

山口県立大学看護栄養学部 准教授 木戸 久美子 （助産師〆教育学修士〆医学博士）  

山口県立大学社会福祉学部 准教授 藤田 久美  （臨床発達心理士〆教育学修士） 

８ 〄昼食について  昼食は各自でご準備ください。会場に飲み物の自動販売機はあります。 

９ 〄申し込み方法  受講申込書（別紙）に記入し、7月 30 日（金）までに FAX々郵送にて 

申し込んでください。 

 

        お申し込み先々お問い合せ先 

山口県立大学附属地域共生センター生涯学習部門  

                  〒753-8502 山口市桜畠 3丁目 2 - 1 

                  TEL / FAX〆083 -928- 3495 



●  キャンパス案内 ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

々Ｊ Ｒ をご利用の場合   山口線宮野駅下車  徒歩 15 分 

々バスをご利用の場合   山口県立大学前下車 徒歩 10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合せ先 

山口県立大学附属地域共生センター生涯学習部門               〒

753-8502 山口市桜畠 3丁目 2 - 1 

              TEL / FAX〆083 -928- 3495 

              E-mail〆manabi@yamaguchi-pu.ac.jp 

至 新山口 

会 場 

6 号館（F204） 

会 場 

6 号館（F204） 

駐車場 

多目的グラウンド 



送付先：山口県立大学附属地域共生センター（生涯学習部門） 行き 

ＦＡＸ：０８３－９２８－３４９５ 

 

平成 22 年  月  日 

 

｢山口県立大学キャリアアップ研修｣ 受講申込書 

発達障害の理解とその対応 

―ライフステージをふまえた包括的支援― 

 

山口県立大学 

学 長 江里健輔 様 

 

私は下記により、この講座の受講申し込みをいたします。 

 

記 

 

（ふりがな） 

※ 氏  名 

 

住  所 

(自宅の住所・電話番号等) 

〒 

 

TEL  

FAX  

携帯番号 
（緊急時の連絡等に使用 

 する場合があります） 

※  所属学校名 
 

 

所在地 
〒 

TEL  

FAX  

受講の動機 

（実践の中での思いや講座

に期待すること等、何で

もお書きください。） 

 

 

（注）受講申込書に記載された個人情報については、本講座に関する連絡等の目的以外には 

   使用しません。ただし、※印のついている情報に限り、参加者の交流促進のため、当日 

資料として配布する名簿上で公開させていただきますので御了承下さい。 




